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【資源評価】 
2023年資源評価では前回（2020年）の非平衡プロダクショ

ンモデルであるmpbに加えて、資源統合モデル SS3を用いて
資源評価が行われた（ICCAT 2023a）。今後のMSEのOM（オ
ペレーティングモデル）として SS3 を用いる予定であること
から、SS3 の結果のみを資源状態の記載に用いた（ICCAT 
2023a）。資源評価には 1930～2021年のデータを用いた。 
今回の資源評価では資源量指数として、2020年資源評価同

様、漁業のデータの良質さ（カバーする海域・期間の多さや精
度）を考慮し、かつ単位努力量当たりの漁獲量（CPUE）トレ
ンドの相関から歴史的に類似の CPUE トレンドを示す 5 種類
の漁業（台湾のはえ縄、日本のはえ縄（1988～2021年、ただ
し 2013年は除く）、スペインの竿釣り、ベネズエラのはえ縄、
米国のはえ縄）を抽出して用いた（図 4）。 
ベースケースモデルより推定された MSY の中央値は

41,995トン、SSB2021 / SSBMSYの中央値は 2.19、Fcurrent / FMSY

の中央値は 0.45 であった。過剰漁獲でありかつ乱獲状態であ
る確率は 0％、過剰漁獲ではないが、乱獲状態である確率（F 
/ FMSY＜1、B / BMSY＜1）は 0.4％、過剰漁獲・乱獲状態にない
確率（F / FMSY＜1、B / BMSY＞1）は 99.6％と推定された（図
5）。 

管理方策 
1998 年までは漁獲努力量規制や TAC による規制等の管理

措置は講じられてこなかったが、1999 年から当該資源を漁獲
対象とする漁船を登録し、入漁隻数が 1993～1995年の平均隻
数に制限された。さらに 2001 年から TAC 及び国・地域別割
当が設定された。2013 年に行われた資源評価の結果を受け、
2014～2016 年の TAC は 2.8 万トンに設定された。日本につ
いては、北大西洋ビンナガを目的とした操業を行っていないた

め、ビンナガの漁獲量が大西洋全体のはえ縄操業によるメバチ
の漁獲量の 4％以下になるよう努力するという規制が課せら
れた（ICCAT 2014）。2015年の ICCAT年次会合において、
北大西洋ビンナガにHCRを導入する勧告が採択された。具体
的には管理目標として「神戸プロットの緑の領域、（即ち F / 
FMSY＜1、SSB / SSBMSY＞1の状態）に少なくとも 60％で資源
を維持しつつ、長期間の漁獲量を最大化させること」及び「資
源評価によって産卵親魚量がMSY水準（SSBMSY）を下回って
いると ICCAT SCRS が評価した場合、遅くとも 2020 年まで
の可能な限り早い段階で少なくとも 60％の確率で資源を
MSY水準以上の状態に回復させること」の 2点を設けた。 

図 4. 資源評価に用いられた北大西洋ビンナガの標準化CPUE（1981～2021年、ICCAT 2023b） 
青（US LL）：米国のはえ縄、黄（Japan LL）：日本のはえ縄、赤（Chinese-taipei LL）：台湾のはえ縄、
緑（Spain BB）：スペインの竿釣り、紺（Venezuela LL）：ベネズエラのはえ縄。 

図5. SSモデルで推定された神戸プロットで表す北大西洋ビンナ
ガのMSYを基準とした相対資源量（B / BMSY）と相対漁獲係数
（F / FMSY）の推移（ICCAT 2023b） 
黒線：資源状態の軌跡、黒点：年別の資源状態、青点：2021年の
資源状態、灰色点：2021年の資源状態の不確実性を示す。 
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2016 年の SCRS では、この勧告及び 2016 年の将来予測の
結果を受け、漁獲規制ルールに用いる管理基準値として FMSY

を下回る Ftarget、BMSYを上回る Bthresholdの値（漁獲死亡係数を削
減するかどうかの閾値となる資源量）を設定することで 2015
年の委員会勧告の目標を達することができると勧告した
（ICCAT 2016）。 

2016年の ICCAT年次会合において、2017～2018年の TAC
は 2.8 万トン、2019～2020 年は 3.0 万トンに、なおかつ、そ
の間に HCR が採択された場合はそれに応じて TAC も見直さ
れることが決定された。2017 年の ICCAT 年次会合において、
MSE による検証を経て、新たな HCR（Ftarget = 0.8×FMSY、
Bthreshold = 1×BMSY、TACの変更は 3年ごとかつ変更幅は最大
20％）が採択されたことにより、2018～2020 年の TAC は
33,600トンに改定された（ICCAT 2017a、2017b）。2020年
の ICCAT魚種別会合において、採択済みのHCRにより 2021
～2023年の TACは 37,801トンと勧告され（ICCAT 2020）、
2020年 ICCAT年次会合は中止となったが、代替のメール協議
にてこの TACを含む決議改定を採択した（ICCAT 2021）。ま
た、2021年の ICCAT年次会合において、HCRを含むMP（管
理方式）が採択され、以後、MP に基づいて TAC が計算され
るようになった。2023年の ICCAT SCRS会合では、採択済み
の HCR により 2024～2026 年の TAC は 47,251 トンとなり、
従来の TACから 9,450トン増加した（ICCAT 2023a）。 

2023 年の ICCAT 年次会合において、全体の TAC及びそれ
に応じた国別割り当て（2024～2026年）を含む管理措置が採
択され、日本について 2024～2026年は 2021～2023年に引き
続いて北大西洋ビンナガの漁獲量が、大西洋全体におけるはえ
縄によるメバチの漁獲量の4.5％以下になるよう努力する規制
が勧告された。 
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ビンナガ（北大西洋）の資源の現況（要約表） 

世界の漁獲量 
（最近 5年間） 

28,182～34,922トン 
最近（2023）年： 28,182トン 
平均：31,473トン（2019～2023年） 

我が国の漁獲量 
（最近 5年間） 

225～334トン 
最近（2023）年：302トン 
平均：281トン（2019～2023年） 

資源評価の方法 非平衡プロダクションモデル（mpb）及び統合モデル（SS3） 

資源の状態 
（資源評価結果） 

SSB2021 / SSBMSY = 2.19 [1.21～4.01] * 
Fcurrent / FMSY = 0.45 [0.29～0.71] * 
2021年の資源状態は、乱獲でなく、過剰漁獲でもない 

管理目標 MSY：41,955 [38,860～45,130] *トン 

管理措置 

・入漁隻数の制限 
・TAC：47,251トン（2024～2026年） 
・漁獲管理ルール（HCR）を含むMPによる管理 
・日本については漁獲量を大西洋全体におけるはえ縄によるメバチの漁獲量 

4.5％以下とする努力義務 

管理機関・関係機関 ICCAT 

最近の資源評価年 2023年 

次回の資源評価年 2026年（予定） 

    * [ ] は 80％信頼区間を示す。 


